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次の任地であるワシントンに向けて旅立っている）駐日フランス大使として東京に赴任し、新
























日記の記述によれば、1921 年 9 月 2 日にマルセイユを発ったクローデルは同月 29 日に南部の




最終的に 11 月 7 日にハノイを離れ、香港、上海経由で 11 月 17 日に日本に到着している。「イ
                                                          
2 篠永宣孝、「駐日大使クローデルとフランスの極東政策」、『早稲田政治経済学雑誌]368 号、2007 年、p. 8. 
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ンドシナ旅行」はこうしたおよそ二ケ月におよぶフランス領インドシナ滞在の半ば公式のレ



























である。そこでは現在 80 万トンの生産だが、目下増産中であり、三年後には 130 万トンに達







































































－ 127 － 
ことは、日本赴任から 2 年半後に起きた「クローデル大使更迭報道事件」が、明確に浮き彫り
にしてくれる。これはまた、フランス本国の植民地に対するポジションの両極を示すものとし
て読むことができる。すなわち、1924 年 3 月 30 日、突然に「クローデル大使解任」の報が流
れ、後任にアルベール・サロー（Albert Sarraut, 1872-1962）の名が挙がるという事態が起こっ
たのである。サローはジャーナリストから政界に転じた急進左派の人物で、オード県選出の議員
となったあと、1911 年から 14 年、16 年から 19 年の二回にわたってフランス領インドシナ総督
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その死去に際し、クローデルは弔辞を書いている。黒田の死去に関しては、Paul Claudel, Correspondance 





7 濱口学「クローデルと日仏通商条約改締交渉（六）」、『国学院法学』50－3、2012、p. 15. 




























                                                          
8 濱口学「クローデルと日仏通商条約改締交渉（五）」、『国学院法学』50－2、2012、p. 27. 
9 上掲書、p.26. 
10 Albert Sarraut, La Mise en valeurs des colonies françaises, éditions Payot, Paris, 1923, p. 463. 
11 Ibid., p.463-499. 
12 片山眞吉『南方民族運動史』、モダン日本社、1942、p. 41-42. 
13 T.E.エンニス（大岩誠訳）『印度支那―フランスの政策とその発展』、生活社、1941 年、p. 249. 
14 濱口学「クローデルと日仏通商条約改締交渉（五）」、同掲書、p.32. 































                                                          
15 上掲書、p.33. 






























付記 これは平成 26 年度専修大学中期研究員の研究成果の一部である。 
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